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アアーーカカイイブブズズ資資料料のの公公開開制制限限  

 一般に、アーカイブズ組織は、歴史的あるいは文化的な資料や学術研究用の資料を収

集・保存し、それらの保存資料を現在および未来の利用者に対して原則として公開する

ことを責務としています。ただし、「原則として」と表現されて

いるように、保存資料のすべてが必ず公開されるわけではありま

せん。保存資料のなかには、それが公開されることによって個人

や法人などの権利利益を不当に損なうようなものが含まれてい

る場合もあり、公開制限の必要性が生まれます。 

この公開制限のしくみについて、わが国の国立公文書館の利用

規則を例に述べてみます。同規則では、第３条で「歴史公文書等

は、一般の利用に供するものとする。ただし、次条に掲げる場合には、この限りでない。」

と規定し、第４条で「一般の利用の制限」の範囲を列挙しています。それによると、公

開することによって、①特定の個人を識別できる情報、②個人の権利利益を害する恐れ

がある情報、③法人など団体の権利や正当な利益を害する恐れがある情報、④国の安全

が害される恐れがある情報のほか、一定期間の非公開を条件として寄贈・寄託された資

料、原本の破損・汚損の恐れがある資料などに対して一定の公開制限が行われることに

なっています。 

 こうした公開制限は、とりわけ個人の情報に関しては厳重に行われ、たとえば上記①

や②については下表のような範囲内で一般の利用を制限することができることになっ

ています。 
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